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16　ほうろく（在地産）

　ほうろくは、豆類などを炒るために使用された道具です。左上は 15 世紀後半～ 16 世紀前半のもので、

この時期のほうろくはバケツ状の形をしており、「内耳土鍋」と呼ばれます。江戸時代になると、下段の２

点のように浅い皿状へと変化します。この器種は都市と農村で形態が異なります。農村では囲炉裏に吊る

して使用するため、内側に耳（取手）が付き、底も平らになります。一方、都市部では竈に置いて使うた

め耳がなく、底は丸く作られます。戸田市域では、耳が付き平底のタイプしか出土していないことから、

近世では主に囲炉裏が使用されていたとみられます。さらに、明治時代には上段右上のような丸底のほう

ろくが出土しているため、19 世紀後半になると竈が普及したと思われます。
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17　片口鉢（瀬戸美濃）

　瀬戸美濃で生産された片口鉢で、18 世紀～ 19 世紀前半のものです。口縁部に注ぎ口をもち、内面が厚く

返し状になることから、主に液体を注ぐための器種とみられ、その他にも販売用容器やこね鉢など、さま

ざまな用途に使用されました。画像左の鉢の底面には「□（上カ）入」と墨書があることから、特定の物

品を保管するために用いられた可能性があります。
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18　茶釜（在地産）

　湯沸かし用に使用された土器製の茶釜です。15 世紀後半～ 16 世紀前半に生産されたもので、外側に耳が

ついていることから、吊るして使用されたと思われます。

18
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19　急須・湯呑（肥前・瀬戸美濃）

　急須は淹
えん

茶
ちゃ

に用いられる器種ですが、普及するのは比較的遅く、発掘調査では 19 世紀中頃から検出例が

増加し、19 世紀後半以降になると一般家庭でも使用されるようになります。上段左は 19 世紀中頃の、右は

19 世紀後半以降の急須です。

　19 － 1 にみられるように、江戸時代の急須には底部に煤が付着している例が多く、湯沸かし器としても

使用されていたと考えられます。明治時代になると、現代と同様に喫茶専用の器種として定着していきます。

19
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20　大甕（常滑）

　愛知県常滑では、中世を通して酒や染料などの液体を貯蔵するための大型の甕が生産されていました。

これらは全国的に流通していることから、海運を利用して各地へ運ばれたと考えられます。近世になると

曲
まげ

物
もの

に代わり結
ゆい

桶
おけ

が普及し、大型の製品が登場したため、甕の生産量は次第に減少していきました。

　戸田市では 12 世紀後半～ 16 世紀代までのものが確認されており、下段のものは 13 世紀後半の大甕で、

復元された高さは 60.6cm、口縁部の直径は 44.3cm にもなります。

20
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21　徳利・小盃（肥前・瀬戸美濃）

　徳利は酒や油などの液体を貯蔵する器種で、近世になると大量に生産されるようになります。江戸遺跡

など都市部では非常に多く出土しますが、農村地域では出土数が少なく、戸田市域では 19 世紀以降に生産

された徳利が確認されています。

　画像中央の徳利には、釘描きで「三川」と刻まれています。近世では酒屋が徳利を貸し出し、そこに酒

を詰めて販売していました。徳利が空になるとまたそれを持参して酒屋で購入する仕組みであったため、

紛失や混同を防ぐ目的で徳利に屋号を付けることが一般的でした。そのため「三川」も屋号であったと考

えられます。また、右端の徳利は瀬戸美濃産の燗徳利、左端は肥前産の磁器徳利になります。

21
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22　硯・水滴（肥前・不明）

　近代以前は、読み書きができる人が限られていたため、戸田市域のように農村であった場所で、文字に

係る資料が出土することはほとんどありません。画像上部のものは 13 世紀代に東海地方で作られた山茶碗

で、美女木八幡社脇遺跡の井戸底部から出土したものです。内面に墨が付着しているため、硯として代用

されたとみられ、出土位置及び状況から中世佐々目郷に係る資料と思われます。また右下は石製の硯で、

南原遺跡の方形周溝墓から出土しましたが、中世資料の可能性があります。左下は、19 世紀の肥前産の水

滴で、硯に水を注ぐための道具です。

22

23　紅皿（肥前）

　紅は、紅花から抽出したもので、現在同様に口紅として使用されるものです。高級品であったため、小

口の容器に塗りつけて販売されていました。

　画像のものは 19 世紀前半～中頃に肥前で生産された紅猪口と呼ばれる小売用の器種です。外面は型打ち

成形により、貝殻状の縦筋をつけています。

23
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24　灰落とし・煙管（瀬戸美濃・不明）

　アメリカ大陸の風習であった喫煙は、15 世紀末にコロンブスが持ち帰ったことを契機に世界各地へと広

まり、16 世紀後半以降には日本にも伝来しました。戸田市内でも煙草に係る遺物が出土しており、左は 18

世紀代に瀬戸美濃で生産された灰落としで、煙草の灰を捨てるための器種です。右の甕は、18 世紀代に瀬

戸美濃で生産された銭甕で、用途は別にありましたが、口縁部に打刻痕を確認できるため、灰落としに転

用されたとみられます。下は、パイプの先端につける雁
がん

首
くび

で、真
しん

鍮
ちゅう

製のものです。
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25　仏具・神具　（肥前・瀬戸美濃）

　江戸時代になると、屋内に仏壇や神棚などを置くようになり、それに合わせた専用の器種も生産される

ようになります。上段のものは近世の仏具、下段は近代の神具です。上段左２点は香炉で、一番左が 19 世

紀の瀬戸美濃、右は肥前の三足付香炉です。右から２番目は 18 世紀前半の肥前磁器の仏飯器、一番右は瀬

戸美濃の燭台になります。下部の２点は、20 世紀前半の徳利です。　
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26　土器皿　（在地）

　出産後に排出される胎盤（胞
え

衣
な

）を住居内の特定の場所に埋める行為は、縄文時代から行われていたと

され、地域によっては戦後まで行われていました。戸田市域で出土した土器皿は破片ですが、中央に寿の

異体字である「壽」が陽刻され、近接箇所から２個体が出土しています。いずれも 19 世紀後半のもので、

二枚一組で合わせ口にして胞衣を埋納した胞衣皿として使用されたと考えられます。

27　火鉢　（在地）

　暖房器具である火鉢は、14 世紀以降になると奈良火鉢とよばれる瓦
が

質
しつ

焼
しょう

成
せい

の火鉢が生産され、中世を

通して全国に流通します。瓦質焼成の火鉢は風
ふう

炉
ろ

とともに、城館跡や寺院跡など特定の場で出土するため、

在地の有力者層が主に利用していたと考えられます。画像左は、瓦質焼成の火鉢で、底部中央に小さい穴

があけられているため、植木鉢に転用された可能性があります。右は、口縁外面に丸いスタンプ文様を付

けています。２点とも 15 世紀後半～ 16 世紀前半のものと考えられます。
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28　火鉢・サナ（目皿）　（在地）

　近世になると、火鉢は江戸周辺で生産されるようになり、一般庶民にまで普及しました。画像左は土器

製の火鉢で、底部に「三足」と呼ばれる半球状の脚がついています。床面が被熱しないための工夫とみら

れます。右は、サナ（目皿）と呼ばれるもので、焜
こん

炉
ろ

と呼ばれる加熱用具の中に入れて、仕切りとして利

用されました。　

29　かわらけ　（在地）

　中世の遺跡からは、ロクロで製作されたかわらけと呼ばれる土器小皿が多量に出土します。儀礼の場で

の飲食や、灯明具など様々な用途に使用されていました。戸田市内では 15 世紀～ 16 世紀ごろのかわらけ

が出土します。近世でもかわらけが生産され、29-1 は 19 世紀前半ごろのカワラケです。中世と比べると焼

成が良好になります。

28
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30　油皿・灯明受け皿　（瀬戸美濃・信楽？）

　灯明用具は中世まではかわらけ等を使用していましたが、近世になると専用器種が生産されます。画像

は 19 世紀前半～中頃の油皿・灯明受け皿です。左側の錆釉は瀬戸美濃産、右側の灰釉のものは信楽産の可

能性があります。油皿は、皿のなかに菜種油をいれ縄を浸透させ火をつけるもので、口縁の淵に煤が付く

ものが多いです。灯明受け皿は、内面に環状の突帯をもつ器種で、油皿の下に置き、落ちる油を突帯の内

側で回収するためのものです。

31　砥石　（産地不明）

　中世・近世を通して最も多く確認される石造物は砥石です。画像のものは中世の遺構から出土したもので、

いずれも長方形を呈しています。四面全てが研磨されているものが多く、長く使用されたものは、先端が

方形から三角形状になっています。画像のものは、大きさから持ち運び用の砥石と思われます。
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近世～近代の絵付け技法
　染付の技法は、基本的に手書きですが、17 世紀後半～ 18 世紀前半には型紙摺りや吹き絵、こ

んにゃく版などのスタンプ文様を使用します。18 世紀以降は使用されなくなり、再び使用され

るのは明治時代からです。19 世紀後半の型紙摺り、19 世紀末の銅板転写、20 世紀前半の吹き絵・

ゴム版絵付けなど、技法を知ると磁器の年代が分かります。

型紙摺り

　左が 20 世紀後半の瀬戸美濃の碗、右が 17

世紀後半～ 18 世紀前半の肥前の皿です。明

治時代のものは酸化コバルトのため、江戸時

代のものに比べ青の発色が良くなります。型

紙刷りの特徴は、線を繋げることができない

ため、短く途切れていることです。

銅板転写

　２点とも 20 世紀前半のものですが、左が酸化コ

バルト、右は酸化クロムを使用します。酸化クロム

を使用する銅板転写の製品は 1930 年代によくみら

れます。銅板転写の特徴は、線内部を塗りつぶすダ

ミ部分を細かい線の集合で描くことで、濃淡は線の

本数によって描写されます。

ゴム版絵付け

　左は 17 世紀後半～ 18 世紀

前半の肥前の青磁染付碗、右

は 20 世紀前半の瀬戸美濃の

染付製品です。ゴム版絵付け

の特徴は、文様の中心部分と

比較して周辺部分が薄くなる

傾向にあることです。

吹き絵

　17 世紀前半から使われる技法ですが、戸田市内では現在の

ところ吹き絵を利用した江戸時代の磁器は出土していません。

近代では、19 世紀末から使用され、20 世紀前半頃の製品に多

くみられます。



―　28　―

参考文献

江戸遺跡研究会　2001　『図説　江戸考古学研究事典』柏書房株式会社　

愛知県史編さん委員会　2007　『愛知県史　別編 窯業２　中世・近世　瀬戸系』愛知県　

愛知県史編さん委員会　2012　『愛知県史　別編 窯業３　中世・近世　常滑系』愛知県

浅野晴樹　2020　『中世考古〈やきもの〉ガイドブック』新泉社　

日本中世土器研究会編　2022　『新版　概説中世の土器・陶磁器』有限会社真陽社

発行・編集：埼玉県戸田市教育委員会

発行日：令和７年 12 月 18 日


